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　本書は，貨幣理論に関する二叫・．ンスの諮業績（ただ

し国際金融に闘する懲のは除く〉を骨絡にし，貨幣霜よ

ぴ貨幣政策に関する純粋理論の諸展朋の新しい総合・を行

なおうとする野心蘭大漕である。訊一ハンス惰身竜パチ

ィンキンの1956年の著書碑碗8影，駕θ燃編％4P物β3＞

にかわる薪しい甘餓tiseたらしめんとする意翻の下ば

本書を著わし疫と述べている。

　まず本書の内容を簡単に要約しで勃こう。全体は大体

5つのパーツからなるとみることがで嚢る。（i）第1章。

ここでは漸古典派の貨幣理論における俵統約諸基本命題

の整理が行なわれる。貨幣の中：鉱性，：貨幣理論と価擁理
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論の統含，貨幣の機能等に関する講命題が婆領よくかつ

批射的に検討されている。（11）第2艀4華i。本書の構成

上の基幹的部分であッて交換経済における貨幣需要の導

幽がなされる。そのさい不確実性と貨幣の薩援的効絹を

ともに仮定することなく，下智需灘南が導出され，が

つ貨幣のストック隈界効胴とフ孤一限界効期を関連づけ

るというかたちで貨幣理論と緬髄理論のヨ癬たな統合の試

みがなされる。（ii呈）第5－7章。交換の一般均衡壕デル

しの検討が行なわれる。特に第6電では賀茂による交換と

物々交換による上ヒ潮力云ら貨幣自訴交換の戒塾する条税二を，

第ク章では交換経済に潜ける貨幣の緬骸尺慶としての磯

能が論じられている。（iv）第8，9章⇔貨幣供給の醐颪の

検紺。第8牽では金嫡嗣ゆモデル，第タ．敢では商業銀

行組織の分析がな婁れる。（v）第1◎一12章。ぐク認的今

別総揚の分析。第10章では資雌甫場の一般均衡の比較

挙隅分析，第工1輩ではその動掌化がなされ，と乾にマ

クロ金融理論の最：近の成果であるストンク変化とフロー

均衡の関連が早撃に遷デル化さオτている。第12章は中

央銀行の機能と隅隅を商藁銀行親織との相互敏存関係を

蒋慮：しつつ論じている。

　凱うした広範な内霧をもつ本書の金般的平価をまず行

なうならば，款のように書うことができよ参。理論的諸

聞酒が掌説1史的背景をふまえ煽広い角慶から論じられて

いること，識よぴ金融論を論じるさいに不可欠な刷慶納

知識に十分裏付けされていること等からして，本書は貨

幣理論の規在：までの到達点を理解するための数少ない喪

書である。単に概読書としてではなく，ニーハンスの諸

業綾が各部分の骨細をなしているため一貨幣のス㌧

ク限界効用とフ騨一限界効用，貨幣経済の窪分法の解釈，

貸幣経済の交換上のメリット，ユーロー・ダラー・バン

キングとアメリカ銀行劇度の比較等々一撃題の霧え方

を蘭ぴとることができるという恵唱，本書のメリットで

ある。し賞しながら，準書を貨幣禦論の薪たなtτea廊e

としてみるとき穿全体としての貨幣理論壷いかに障める

かという点に関する示唆が乏しい鴇と篭また指摘せぎる．

を得ない。特に，マクロ貨幣理論の混迷をいかに打序す

るかという嘱時点の焦愚の問題に照らして，本：婁のマク

ロ理論が，単に収藁逮慶に依存する分類掌約概論になっ

ていることが惜しまれ，る。これ．は竜とより，現、窪の黛幣

経済学傘般の問題であウて，ニ一回ン担人の解任では

毛頭な恥。しかしあえて本書の内港にその源國を求める

とすれば，そのミクロ分析が極めて隈楚的な交換経済の

分祈のみに依拠している点に1つの大量な理由があるよ

うに思われる。 竈
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　　　　　∫．．（7勢　取引費擁と貨幣需要について◇ミク惚分析に翻蔦

　　　　メ輝本書嘩本蹴甥む貨幣繍の摩擦蝦素の腸凝
垢　　　醜輝輝としでの取引費絹め穿在に火議な役舗を撫やせる

　　　　；．惚聯謹ρさ強物蜥功藍のお趣締瞭
　　　　　挫醐題1まゆぱ欲鈎琴邸観磁わ碧い磯6．すな

　　　　　．餐駈「麟腰素諏引費鰍靖意嚇f鞠理論の箱1
　　　　．．．火な要素であをのに対レジ穣i鍵雛はそ騰でな毎牲」⑳・

　　　　㌧．甥毒1蚕緯あ働るゼ　　　　．■　　　・1．

　　　　　　貨幣め取引需要醐数を確輿盤の餐で鋸引費用の聯在を

　　　　．．仮定ず：：愚こ乏顧よ．ワて導出しうるご戯ま早くから：承認さ
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　　　　　嘉蹟嘱ある）越妬鯵疑識ム貨纏諦
　　　　　・：騨鱗髄工・砂㍗搾な㌔矯や開脚牽準1．．
　　　　．憧塗篭はい．毒さ漁戴鼠．「リーディングでほない母みう蜘。

　　　　．、第躰・嘩か幟強蹴・難鵬瞳ツ・r・
　　　　　即戦塚い為よう、に〉交換にお1拓苓鱒酷翠兜服
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　　　　．．為嚥弩縄醐魏確難饗あ・鱗麟粥1
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　　　　　．捗欝る耀えら樋のであるにの離さきに醐
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　　．．講趣一橋潮脚陣所デ祁あ隔ン疎rバ「
　　　　．．．》軌52）∫1第像に桑壷《ヅスの交換過穆から導轟され惹

　　　　　錨需鄭観箋の経沸論ける濠俸の貨幣霰の嚇
　　　　．言でレかない篇鳶である。事実ダニ｝ハ．ン鑑は取引需要と
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　　　　　．晦べ越ρ鰍で取引費腺購づ㌔、て貨幣需要函撫

　　　　　酬｛し鋳と級う．こと橘環輿の貨幣需饗を取引灘1か

　　　　　．．らのみ鋼し．うるという．こξを回する桝では灘で

　　　　瑠糠融嬉添書の誉坤榊
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　　　　　離職まないだろうが・第癖ジ勘控ンスはそタ）交換経．．

　　　　　溺にお1ナる貨瞥需要分析の精解のべ門ジで実i物搬資の収・
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　　　　　　歪回忌四三聡離鋤篶喬．ll鎚；

　　　　　　：羅謙膿灘驚齢嬰織嵐窓1

　　　　　　．．糠難輪蕪驚麓毒銀閣饗膨

　　　　　　「．ノ唾役割ふある．の熔‡離礁ケ5か伊轟轟ぺ門ダ篇．φi雪

　　　　　　鞘投資）・鋼ご・轍繍・デ・レ・鮒る離礁漂
　　　　　　．を実物資働事有胴「略す弔とも加の大きな閻賜霧雪．〆・

　　　　　　餓資姻鳥網燭門飾・誕鍛購・灘．播，
　　　　　　　繭嫉瀕凝殿麺疑は雌鵜経済麻縄ルヅ1：，．

　　　　　　謙譲灘臓灘鷺砦難論簾繋姦審

　　　　　　．均衡で煙し幹理な織であ為・．帯弛た雌の醗蔦lll∵

　　　　　　　回路灘・．轄飛騨聡智匿榊棒鱈．．
　　　　　　　9章麺紛いで・赫．・一ハン逸轄預金が経満の綴行以外　擁．．：二，∵

　　　　　　鞄部門の滅動性を増賦せしめるとかう暗礁と煮賂に働輪

　　　　　　　撫がそ纏減磐融祉纒綿性があ養：蔦．豊に灘．．．．：臣

　　　　　　　レ・絢ゆ流鋤繭繊（激…ハ越切離で硫継．＼・，
　　　　　　　は負の縮se鍍τ鋤sf鍵塒aもio蹴e鋸¢eも）という概念を導入．．．．∵」．

　　　　　　　ぱい鮎痴・レ，1繍の鱈部門の章動購い1う鰍鷲．、図

　　　　　　　臨難船で輝く不粉翻る、そ融難纏弓．，

　　　　　　　轍病難いられる⑳擦実贈る・繍他部門の純恢
　　　　　　　流動挫紳う繹あい・頚鉦貸鵬に柔る流動性の繍拙し

　　　　　　　にくわ裁て．織物投資に．よる流動性あ喪失が薯慮されね．

　　　　　　　ぱな弊ゆ驚礁纏購灘｝講縛したの纏レご
　　　　　　　灘ick愚譲朔ゆρ＝漸卿㈱画餌㈱瞬瞬．目論，．轡7∵
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